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Regi�al alliances
地 域 連 携

Nat�e and the env��ment
自 然・環 境
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くらじクリーンセンター
宮若市役所、若宮コミュニティセンター「ハートフル」

高校生の若きマンパワー！

鞍手竜徳高校の活動
宮若市・直方市・小竹町・鞍手町が連
携した学びや体験のプログラムを開
催。この地域ならではの自然・歴史・文
化・暮らしに関する体験を通して、地
域の魅力を発見・発信するほか、企業
や大学の先生による最先端技術の体
験学習やプログラミング講座などの
将来役に立つ、学校とは一味違った講
座を開催しています。

鞍手竜徳高校では、未就学児とその
家族、妊婦さんが気軽に遊べる「子育
てサロン」を開催しています。高校生
と一緒に遊ぶ交流の時間もあり、地域
ぐるみで子育てを楽しみ、学びあい、
支えあっていく場として好評です。そ
の他にも、公園の清掃活動や球根植
栽、うまい米コンクールの審査員、イ
ベントへの参加など、地域貢献活動を
積極的に実施しています。

地域で広がる未来への学び

直鞍広域連携の取り組みC H I I K I
R E N K E I
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03 第1・第3日曜日

第2・第4日曜日

企業・学校・地域とともに

まちづくり・人材育成でも大きな力に

トヨタ自動車九州との連携事業

生ごみ処理機器の
購入補助制度・講座
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市内に立地する企業や学校が地域貢献活動として、
人材育成やボランティア活動に参画しています。

豊かな自然をずっと
豊かな自然と恵まれた環境を守り、次世代へ受け継ぐために、
二酸化炭素の排出量実質ゼロを目指し、取り組みを進めます。

地域による清掃活動や企業の地域貢献活
動を推進し、市民・企業・行政が一体となっ
て環境保全活動に取り組みます。また、環
境保護施策を通して、ワンヘルスの理念に
ついて普及啓発を行うなど、環境と人と動
物のより良い関係づくりを推進します。

北九州市と周辺17市町で構成する連
携中枢都市圏「北九州都市圏域」は、
「経済成長の牽引」「高次都市機能の
集積・強化」「生活関連機能サービスの
向上」の柱のもとに連携を図っていま
す。脱炭素社会を目指す取り組みも強
化。公共施設への太陽光設備・蓄電
池、省エネ機器を導入し脱炭素化を推
進します。

宮若市は、2022（令和4）年に「ゼロカーボンシティ」を表明しました。
「2050年二酸化炭素の排出量実質ゼロ」を目指し、取り組みを進めます。

トヨタ自動車九州は宮若市に本社を置く自動車産業の基幹企業です。2010（平成22）年宮若市と宗像市、トヨタ自動車九州は地域活
性化や地域貢献を目的とした連携協定を締結し、様々な活動に取り組んでいます。

ゼロカーボンシティを目指す

脱炭素社会と環境保全の推進

北九州都市圏域での連携 協働による
環境保全活動の推進

グローバル人材育成プログラム
「カナダ研修」

ごみの減量化を目的として、生ごみ処理
機器（ダンボールコンポスト）購入費の
半額を補助金として助成しています。ま
た、ダンボールコンポストの活用方法が
学べる講座も実施しています。

「家庭ごみ」から出る資源物を無料で回収しています。毎月下記
のとおり指定場所で実施しています。

資源物拠点回収事業

森林保護や再生可能エネルギー導入に
よって削減・吸収された温室効果ガス
の効果を数値化し、取引ができるように
する制度「カーボンクレジット」。宮若市
は九州大学、企業、自治体で構成する
「ナチュラルキャピタルクレジット コン
ソーシアム」に参画し、カーボンクレジッ
トの促進を通して脱炭素社会、地方創
生の実現に向けて取り組んでいます。

カーボンクレジット

　山々に囲まれた自然豊かな宮若市の水は、ミネラル
豊富で水質に自信があります。おいしい水に恵まれて
いたからこそ、古くから米の産地として知られ、農産
物の栽培も盛んだったといわれています。
　市内の水道水は、約8割を地下水からくみ上げ、残

りは犬鳴ダムからの放流水を取水して、浄水場にて安
全で「おいしい水」となり各家庭へ届けられます。宮若
市の水道水は硬度、臭気度、残留塩素など厚生労働
省が定める「おいしい水」のすべての項目の基準を満
たし、科学的にもその水質が立証されています。

宮若市の水はおいしい！！国からのお墨付き

We are taking steps to achieve virtually zero carbon emissions to protect our rich natural 
surroundings and the environment we are blessed with and pass them on to future generations.

Businesses and schools in the city participate in human resource development and 
volunteer work as part of their contribution to the local community.

宮若市
北九州都市圏域

Re-Qを活用した
「防災連携協定」

リ         キュー

ボランティア活動トヨタサイエンススクール
「モノづくり教室」

市内在住の中・高校生を対象に、カ
ナダでの国際交流プログラムを実
施しています。ホームステイやアウ
トドア活動などの異文化体験や
ディスカッションなどを通して、将
来を担うグローバルな人材を育成
します。

みやわかアフタースクールに参加している小学生
を対象に、サイエンススクールを開催しています。も
のづくりへの関心や、工夫する心を引き出す体験型
プログラムで楽しく学べます。

Re-Qとはハイブリッドカー用の後付け電源キットのこと。
車に設置すると電力供給が可能となり、ガソリン満タン
時の電力量はスマホ充電約7,200台／日に相当。宮若
市は久留米市、みやま市、広川町、福岡トヨタ自動車、トヨ
タ自動車九州、豊通マテリアル、あいおいニッセイ同和
損害保険と連携協定を締結。災害時には非常用電源とし
て活用しあう相互扶助ネットワークを構築しています。

市内で行われるイベントなどにトヨタ自動車九州の
従業員がボランティアで積極的に参加。活動は公
園の美化やイベント・祭りのサポート、遊具のペンキ
塗りなど多岐にわたります。
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